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製品化事例 共同研究 

笠間焼産地内資源による新陶磁器原料 支援先 

笠間焼協同組合 

 

 

【開発の背景・経緯】 

笠間焼協同組合は、笠間産 100％の粘土を使用して製造され

た陶器を「純・笠間焼」としてＰＲに取り組む等、笠間産原料

による商品のシリーズ化によって、笠間焼の需要拡大を図る活

動を行っています。 

令和 4年度には、産業としての笠間焼が 250周年を迎えるこ

ともあり、組合として新たな取り組みを模索したいので当セン

ターに協力してほしいと依頼がありました。 

 

【支援内容】 
笠間市の地場産材である稲田石は、釉薬に必要な成分をすべ

て含み、主原料として利用可能性の高い資源であることから、

当センターがその粉末を釉薬原料として利用することを提案

し、笠間焼協同組合との共同研究を進めました。 

〈研究内容〉 

・調査の結果、安定的に稲田石粉末を調達可能なことがわか

りました。 

・採取時期の異なる稲田石粉末 5試料を分析し、成分や粒度

の時期的変動は小さく安定していることを確認しました。 

・稲田石粉末を主原料とした釉薬試験（図 1）やサンプル焼

成を行いました。 

・稲田石粉末の釉薬原料としての特徴や使用時の注意点、釉

薬配合例等を整理したマニュアルを作成しました。 

〈釉薬の特徴〉 

・ごく簡単な原料配合で青磁釉（淡い青色）、アクセントと

なる黒い斑点が特徴的な釉（図 2）が得られる等、稲田石

に含まれる微量な鉄分が釉の発色に好影響をもたらすこ

とがわかりました。 

 

【開発した製品の紹介】 
・笠間焼協同組合では、稲田石粉末を「笠間長石」と名

付け、全国販売を視野に入れ、令和 4年 2月から新原料

として販売を開始しました。 

・令和 4年 4月 29日～5月 5日に開催予定の陶磁器直

販イベント「第 41回 笠間の陶炎祭（ひまつり）」の企

画展ブース『特別展 笠間長石 ～稲田石から産まれた新

しい笠間焼～』にて、笠間長石を用いた釉薬による陶磁

器が多数展示販売される予定です。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                
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図２ 焼成サンプル 

図１ 釉薬試験例 


